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力
作

募
集
中

延
生
地
蔵

飯
倉
を
歩
く

匝瑳

探訪
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中
貫
の
延
生
地
蔵
尊

　

飯
倉
区
（
豊
栄
地
区
）
は
江
戸

時
代
、
市
域
58
か
村
の
う
ち
、
八

日
市
場
村
、
高
村
、
吉
田
村
に
次

い
で
規
模
の
大
き
な
村
で
、
１
８

４
３
年
ご
ろ
の
家
数
は
１
２
３
軒

で
し
た
。
中
世
か
ら
の
集
落
で
あ

る
台
谷
を
中
心
に
池
端
、
西
ノ
内
、

中
貫
、
新
田
な
ど
か
ら
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
現
在
宗
教
法

人
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
三
社
神

社
と
千
手
院
だ
け
で
す
が
、
江
戸

時
代
は
村
内
に
数
社
と
４
寺
が
あ

り
、
古
文
書
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
も
の
の
神
社
境
内
や
墓
地
、
路

傍
な
ど
に
立
つ
石
造
物
な
ど
を
調

べ
る
と
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

１
７
１
６
年
に
「
村
中
安
全
」

を
祈
っ
て
立
て
ら
れ
た
庚
申
塔
に

は
、「
飯
倉
村
」
と
刻
ま
れ
村
全
体

で
祭
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は

「
中
貫
谷
中
」、「
池
端
谷
中
」、「
台

谷
若
者
中
」、「
飯
倉
村
新
田
講

中
」
な
ど
と
集
落
ご
と
に
講
中

（
信
仰
グ
ル
ー
プ
）
を
作
り
活
動

し
ま
し
た
。
谷
中
と
は
集
落
の
人

た
ち
の
こ
と
を
言
っ
た
よ
う
で
す
。

　

立
て
た
人
た
ち
が
分
か
る
石
造

物
の
中
で
、
今
回
紹
介
す
る
の
は

「
延
生
地
蔵
」

で
す
。

　

昭
和
50
年

ご
ろ
か
ら
旧

八
日
市
場
市

の
歴
史
を
調

査
し
て
い
く

中
で
、「
延
生

山
」と
か「
延

生
地
蔵
」
、

「
下
野
地
蔵

尊
」
と
刻
ま

れ
た
お
地
蔵

様
が
10
体
見

つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１

体
が
飯
倉
中
貫
の
寺
跡
隣
の
墓
地

に
あ
る
１
８
３
３
年
に
「
当
谷

（
中
貫
）
善
女
中
」
に
よ
っ
て
立
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。
調
査
当
時
は

そ
の
由
緒
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
後
「
延
生
地
蔵
」
は

現
在
の
栃
木
県
芳
賀
郡
芳
賀
町
に

あ
る
延
生
山
城
興
寺
の
地
蔵
菩
薩

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
に
城
興
寺
を
訪
ね
た
際
、

栃
木
県
を
中
心
に
関
東
近
県
か
ら

子
授
け
、
安
産
、
子
育
て
を
願
う

人
々
の
参
詣
が
今
で
も
盛
ん
な
こ

と
、
そ
し
て
江
戸
時
代
広
範
囲
に

信
仰
が
広
ま
っ
た
理
由
は
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
住
職
か

ら
聞
き
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
出
さ
れ
た
『
八
日

市
場
市
の
社
寺
幟
と
幕
』
に
は
、

１
８
４
７
年
と
１
８
５
３
年
の

「
延
生
山
地
蔵
菩
薩
」
と
書
か
れ

た
幟
が
載
せ
ら
れ
、
石
造
物
が
祭

ら
れ
た
時
代
は
１
８
４
０
年
代
に

集
中
し
て
い
ま
す
。

　

子
授
け
、
安
産
、
子
育
て
の
願

い
は
時
代
が
移
っ
て
も
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
貫
の
墓
地

で
撮
影
し
た
日
は
盆
で
し
た
が
、

延
生
地
蔵
に
す
が
す
が
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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が

じ
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鱗
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連
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り
て
を
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大
樹 

八
日
市
場
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高
安
せ
い
子

海
よ
り
の
風
す
こ
し
あ
り
菜
を
間
引
く 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

日
を
弾
く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
真
昼
か
な 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

空
蝉
や
一
人
遊
び
の
上
手
な
子 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

天
の
川
石
佛
が
負
ふ
石
の
笠 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

あ
れ
ち
の
ぎ
く
焦
土
に
小
花
揺
ら
し
を
り 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

朝
毎
の
ラ
ジ
オ
体
操
風
涼
し 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

夕
立
に
花
柄
の
傘
貸
し
く
れ
し 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

金
太
郎
飴
に
よ
く
似
た
メ
デ
ィ
ア
記
事 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

河
の
水
澄
ん
だ
流
れ
が
果
て
し
無
く 

八
日
市
場
イ　

関
川　

幸
子

大
相
撲
和
服
美
人
が
い
つ
も
居
り 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

恐
い
の
は
文
句
も
言
わ
ぬ
不
発
弾 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

奉
賀
帳
文
句
も
言
う
が
金
も
出
し 

八
日
市
場
イ　

鈴
木
十
世
志

人
生
は
幾
つ
に
な
れ
ど
こ
れ
か
ら
だ 

春　

海　
　
　

久
米　

喃
喋

夏
祭
り
来
て
も
地
井
さ
ん
還
ら
な
い 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

籠
の
鳥
四
季
の
移
ろ
い
め
ぐ
り
見
る 

野　

手　
　
　

佐
藤　

泰
子

ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
聞
き
入
れ
て
安
堵
す
る 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

ぶ　

な
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